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腰を快 適にサポートする
100％ 天 然ラテックス

できます」と語る。
　素材は、マレーシア産の100％天然ラ
テックスフォーム。つまり原料は天然
のゴムだ。何層ものフィルターでろ過
したゴム樹液を、きめ細かく、かつ均
一に発泡させ、最後は熟練した職人の
手によって成型される。
　ラテックスフォームは、生体防御効
果による高い抗菌活性と抗カビ活性を
持ち、匂いを抑えダニなども防ぐとい
う。さらにカット加工を施し、空気層
を持つ多孔構造を組成させ、蒸れない

　触るとふわっと柔らかい背中用のク
ッション。果たしてこれで腰を支えら
れるのか──。おそらく初めて「ボデ
ィドクター バックアップ」に触れた人
はそう思うだろう。このクッションの
大きな特徴は、跳ね返す力が強い高反
発とも、体が沈み込んでフィットする
低反発とも違う点。開発したグローバ
ル産業は、これを “正反発®”と呼ぶ。
同社社長の大和久遼氏は、「上から加え
た重さと同じ比重だけ、下からも反発
し、体圧を理想的に分散させることが

機能も持たせた。「天然素材だから、廃
棄後は約２年半で土にかえる。そこも
自慢です」（大和久氏）。
　「ボディドクター」シリーズは、マッ
トレスやピロー、折りたたみクッショ
ンなどさまざまなバリエーションを展
開。製品は、病院や介護施設にも採用
され、折りたたみクッション「たびサポ」
は横浜ベイスターズの公式グッズにも
なっている。カラダを正しく整えたい
人々が選んでいる製品の良さを、ぜひ
試していただきたい。

T O P  G E A R

ご紹介したグローバル産業「ボディドクター バックアップ」を抽選で5名さまにプレゼントします。詳しくは裏表紙をご覧ください。

「ボディドクター バックアップ」のサ
イズはW400×H250×D75mm。カ
ラーはブラック、グレー、ベージュ
の３色展開。カバーはポリエステル
100%。価格は4,212円（税込）
https://www.bodydoctor.co.jp/

文／編集部
写真／三浦伸一

128号

読者プレゼント

カバーは取り外して
洗濯可能。



鉛    2,916（千t） 54.0%
亜鉛 4,193（千t） 32.0％
ボーキサイト 69,017（千t） 21.3％
マンガン 27,083（千t） 39.2％
タングステン 75,577（t） 78.8％

日本にも鉱山はある！

鹿児島県の菱刈鉱山が高品位の金を産
出。石炭採掘では北海道の釧路コール
マイン（写真）、日本各地に石灰石・
珪石（けいせき）などの鉱山もある。

水鉱床をはじめとする海底資源を採掘
するための技術開発やパイロット試験
も行われている。
　一方、世界の主要鉱業国を見ていく
と、国によって特徴があり、中国は鉛
や亜鉛、チリは銅、オーストラリアは
鉄やボーキサイト、ウランの産出が多
い。中国ではマンガン、タングステン
といったレアメタルが多いのも特徴だ。
また、近年注目度が高まっているのが、
ザンビア、南アフリカといったアフリ
カ諸国。とりわけザンビアでは銅が国
の経済を支えており、日立建機も現地

程がある。それを経て金属がつくられ、
初めて建築物や乗り物からスマート
フォンまで、身近に使用されているさ
まざまな製品の素材や電線などのイン
フラに活用される。
　そして、鉱石を掘る方法には、大き
く分けて「露天掘り」と「坑内掘り」
がある（右図参照）。かつては人力に頼
る手掘りが主流だったが、技術が発達
した近代以降は機械を使った大規模な
採掘が一般的になった。技術の進歩が、
鉱石の採掘に大きなインパクトを与え
たといえる。さらに近年では、海底熱

すず、亜鉛、アルミニウムや、近年話
題のレアメタル（マンガン、ニッケル
など）を含むものも鉱石と呼ばれる。
　鉱石が分布する鉱床から鉱石を掘り
出す作業が「採掘」だ。銅の場合、採
掘対象となる鉱石中の銅はわずか0.3～
1％ほど。掘り出した鉱石には、有用な
鉱物を分離する「選鉱」という作業が
必要になる。選鉱し、有用な鉱物が集
められたものを「精鉱」と呼び、この
精鉱をトラックや鉄道、パイプライン、
船などで製錬所まで輸送したあと、不
要な元素を取り除く「製錬」という工

人々の暮らしに役立つ
鉱物資源を掘り出す

　鉱山とは、簡単にいうなら「鉱石」
を掘る場所だ。いわゆる自然の山だけ
でなく、平らな土地であっても鉱石を
採掘する場であれば鉱山と呼ばれる。
　それではそもそも鉱石とは何か？ 鉱
石は、人々の暮らしや産業に役立つ価
値を持った金属に富む鉱物を含み、掘っ
て経済的に成り立つことが可能な岩石
のこと。たとえば金を含む金鉱石、鉄
を含む鉄鉱石はもちろんのこと、銀、銅、
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世界のおもな鉱業国

「鉱山」をなんとなくイメージできても、実際に鉱山や採掘現場を見る機会はなく、知らないことも多いだろう。
鉱物はどんな国で、どのように掘り出されて製品の生産に活用されているのか。ここではマイニングの基礎知識を紹介していく。

文／斉藤俊明　監修：独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構（JOGMEC）

図解！ マイニングの基礎知識

世界最大の鉱山はどこ？

皇居より広いチリのエスコンディーダ
銅鉱山が最大とされるが、アメリカに
ある銅鉱山ビンガムキャニオン（写真）
も同規模で、深さは1km以上もある。

鉱山
トリビア❶

鉱山
トリビア❷

ロシア

鉄 94,613（千t）  4.6％
金 311（t） 9.3％

プラチナ 20（千t） 11.0％
銀 1,305（t） 5.2％

中国

アメリカ

鉄   49,400（千t） 2.4%
銅 1,210（千t） 5.8%
亜鉛 838（千t） 6.4%
チタン 140（千t） 3.2%
金 213（t） 6.3%

ザンビア

銅    998（千t） 4.8％

チリ

銅 5,832（千t） 28.1%
銀 1,243（t） 4.9％

ブラジル

鉄 435,352（千t） 21.6%
マンガン 1,832（千t） 2.6%
すず 18（千t） 4.7%
ボーキサイト 38,122（千t） 11.8%
タングステン 547（t） 0.5%

●露天掘り
地表から鉱石を直接採掘していく方法で、
主に鉱床が地表に近い場合に採用される。
採掘する「鉱石」の割合が多くなるよう
ピット（穴）をデザインできるかが、採
掘技術者の腕の見せどころでもある。

2 つの採掘方法はどう違う？

●坑内掘り
坑道を設けて地下の鉱床から鉱石を採掘
する方法。鉱床が地下深い場合や鉱床の
幅が狭い場合に採用される。岩盤崩壊を
防ぐために安全性・通気性を確保しつつ
効率的に採掘するため、鉱床の形状や岩
盤の状態によってさまざまな方法がある。

鉱石とは、有用な鉱物が濃縮し、経済的
な価値を持った岩石のこと。火山活動や
地殻変動で地球が作り出した貴重な天然
資源だ。また、この鉱石が分布する領域
を「鉱床」と呼ぶ。写真は鉄鉱石。

特集 ゼロからわかるマイニング

インドネシア

銅    746（千t） 3.5％
すず 84（千t） 22.1％
ニッケル      648（千t） 26.8％
金 129（t） 3.8％

銀 104（t） 0.4％

炭素、酸素や水素を主体とする有機物の
集合体である石炭は、鉱石には分類され
ない。現在も日本の一次エネルギーの約
25％を担っており、供給の安定性と経済
性から貴重な天然資源と言える。

石炭も鉱石なの？

石炭
25.1％

石油
39.0％

LNG
23.4％

原子力
1.4％

再エネなど 7.6％
水力 3.5％

化石燃料
依存度

■はレアメタル
■はベースメタル
■は貴金属
　 はシェア世界1位
※ 各国の数字は生産量（金属純分）。
※ マンガンのみ金属純分ではなくグロス重量。
※パーセントは世界シェア。
※「World Metal Statistics Yearbook 2019」を参照。
※世界地図はイメージ。

c h a p t e r - 1 B a s i c  K n o w l e d g e  o f  M i n i n g

約87%

2017年度
－次エネルギー
国内供給

に製造・販売・サービス拠点を設置す
るなど力を入れている。
　近年のマイニング業界では、持続可
能な開発・利用法が模索されている。
閉山後のリハビリテーション（緑化・
安定化）や観光スポットとしての活用
など、周辺の生活環境に与える悪影響
を最小化し、新たな価値を生み出すた
めの取り組みが行われている。また、
採掘の効率や生産性、作業の安全性を
向上させるため、鉱山ではたらく機械
の無人化や集中管理システムによる運
行も進み、日々進化を遂げている。 出典：経済産業省資源エネルギー庁

鉱石って何？

オーストラリア

鉄      74,892（千t） 3.7％
ウラン    5,881（t） 10.8％
ボーキサイト 96,547（千t） 29.8％
銀 1,220（t） 4.8％

すず 7（千t） 1.8％
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